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本書内での記述 

ＤＢ ： データベース 

ＨＤ ： ハードディスク 

ＶＢ ： Visual Basic 
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1．はじめに 

本テキストは、地盤情報データベースソフトＷｉｎＤＩＧの基本的な操作方法に慣れ

ている方を対象として、より有効に使いこなすための応用テクニックを解説します。 

 

 

 

 

 

2．ボーリング検索編 

 

  2-1. ボーリングコードの直接指定による検索 

土性図に表示されているボーリングコード(REP/BORコード)から地図上の位置を調べることができます。 

RepCODE と BorCODE をつなげた８文字のコードが REP/BOR コードです。 

 

図 1-1 

 

ＤＩＧプログラムメニューからボーリング検索を起動します。マップを適当な場所に移動させ、ボーリ

ング点を表示します。メニューバー【オプション】【REP/BOR コード指定】をクリックします。 

 

図 1-2 

 

REP/BOR コードはこ

こにあります。 
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【コード指定】画面に REP/BOR コードを入力して【OK】ボタンをクリックします。 

 図 1-3 

 

 

REP/BOR コードに対応するボーリング地点を中心にした範囲にマップが移動し、ボーリング地点に＋印

を表示します。 

 

図 1-4 

 

 

このボタンで＋印を

消せます。 



 3

2-2. 選定ボーリングの挿入機能 

選定ボーリングを行って後から、あるボーリングとボーリングの間に選定したい場合は挿入機能を使う

ことができます。 

 

[方法] 挿入機能を使う 

例えば次のようにボーリング選定を行ったとします。これにボーリングＡとＢの間にＣを挿入します。 

【挿入】ボタンをクリックします。 

 

図 2-1 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 
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ボーリングＣをクリックします。クリックすると赤丸がつきます。 

図 2-2 

 

ボーリングＡとＢの間の線をクリックします。 

図 2-3 

Ｃ 

Ａ 
Ｂ 
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ボーリングＡとＢには三角マークがつきます。【更新】ボタンをクリックします。 

図 2-4 

 

ボーリングＣはＡとＢの間に挿入され選定ボーリングに追加されました。 

図 2-5 
Ａ 

Ｂ 

Ｃ 
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2-3. マップの移動率を変更する 

ボーリング検索のマップ移動率はデフォルト 0.5 にセットされています。マップを大きく移動させる場

合はこのままで構いませんが、細かいピッチで移動させるには移動率をより小さい値に変更する必要が

あります。またマップの移動、拡大、縮小はキーボード操作を併用することができます。 

 

サブメニューボタンとキーボードの対応表 

サブメニューボタン キーボード 

枠(←) ←キー 

枠(→) →キー 

枠(↑) ↑キー 

枠(↓) ↓キー 

枠拡大 ＋キー 

枠縮小 －キー 

表 1 

 

[方法] 移動率を小さい値にしてマップ操作を行う 

まずボーリング検索はメニュー(2)の状態のとき、サブメニュー【移動率】をクリックします。 

 図 3-1 

 

 図 3-2 

 

枠移動率を 0.1 にセットして【OK】ボタンをクリックします。 

（枠移動率は最小 0.01 までセットできます。） 

枠移動率を小さい値にすると枠移動や拡大、縮小を小刻みに行うことができます。 
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2-4. 検索初期画面の再表示ボタン 

ボーリング検索でサブメニューがメニュー(2)またはメニュー(3)のとき【*解除*】をクリックするとサ

ブメニューが解除されます。もし意図せず解除してしまった場合でも前のマップ範囲に戻ることができ

ます。 

メニューバー【検索開始】をクリックします。 

【*再表示*】をクリックすれば元のマップ範囲に戻ります。 

 図 4-1 

 

図 4-2 
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3．断面図編 

ＤＩＧの断面図は、ボーリングを密に選択し断面図で表示した場合、柱状図が重なって表示される場合が

あります。柱状図の重なりを解消する方法を説明します。 

 

 

図 5-1 
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3-1. 等間隔表示機能を使う 

断面図ソフトには土層図の表示間隔を自動的に等間隔にする機能があります。 

メニューバー【表示機能】をクリックしてサブメニューの【等間隔】をクリックします。 

 図 6-1 

土層図の間隔を元に戻すには【初期図】をクリックします。 

 図 6-2 
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3-2. 表示機能を使って拡大表示する 

断面図ソフトには画面を部分的に拡大して表示する機能があります。 

メニューバー【表示機能】をクリックするとサブメニューを表示します。 

 

 

図 7-1 

 

【横縮小】をクリックし続けると図の中心に向かってズームインします。 

  図 7-2 
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図はズームインするとボーリングの間隔が広くなってゆきます。柱状図のサイズはそのままで変わりま

せん。表示枠の外に出てしまったボーリングは枠移動（左右上下）させて見ることができます。 

 

 

図 7-2 

 

 

図 7-3 
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3-3. ボーリング間隔を手動で調整する 

ボーリング間隔は、ボーリング検索で各ボーリング間の距離を自動計算した数値が入っています。こ

の数値は後で任意に変更することができます。 

 

[方法] ボーリング間の間隔を手動で調整する。 

プログラムメニューに表示されている選定ボーリングリストを見ます。 

 図 8-1 

 

下の例ではリストの５、７、９行目の距離データを修正するとします。 

 図 8-2 

リストの５行目をダブルクリックするとボーリング条件変更バーを表示します。 

 図 8-3 

相対距離を 11.7 から 30.0 と打ち変えて【OK】ボタンをクリックします。 

７、９行目も同様に相対距離を変更します。 
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断面図を再図化すると各ボーリングの間隔が変わります。 

 図 8-4 

 図 8-5 

再図化した断面図の重なり具合を見ながら、必要であればもう一度距離データを修正します。 

もし、距離データを初期の状態に戻したい場合は、ボーリング検索で【再登録】、【更新】を行うことで

元に戻ります。 
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3-4. 柱状図の大きさを変更する 

限られた表示スペースを有効に使うため、柱状図の表示サイズを小さく変更する方法があります。 

[方法] 柱状図のサイズを変更する（例 Ｎ値） 

メニューバー【図枠書式】【Ｎ値】をクリックします。 

 
図 9-1 

図枠書式設定＜Ｎ値＞を表示します。 

 図 9-2 

Vx1,Vx2 はＮ値枠の

表示サイズの幅、 

Wx1,Wx2 はＮ値の

範囲を表しています。
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Ｖｘ２の値を 1.5 から 0.75 に変更します。 

 図 9-3 

 

 
図 9-4 

変更前の柱状図 
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4．深度分布図編 

ＤＩＧシステムには深度分布図、相関図、圧密関係図などグラフ表示のソフトがあります。ここではグ

ラフ表示系ソフトの代表として深度分布図を取り上げます。 

 

  4-1. グラフの表示範囲を変更する方法 

例えばグラフ枠を超えたデータが出てきた場合、これを含めた全体をグラフ表示できるようにする方法

を説明します。 

 図 10-1 

[方法] 図枠書式を変更する（操作例） 

メニューバー【図枠書式】【一軸強さ qu】を選択します。 

 図 10-2 

枠を超えたデータがあることを示す 
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図枠書式設定画面の各項目とグラフの関連 

 

 
図 10-3 

 

図枠書式項目のＶｘ１，Ｖｘ２，Ｖｙ１，Ｖｙ２はグラフ枠の印刷イメージの大きさを決めます。 

Ｗｘ１，Ｗｘ２はグラフの横軸で例では液性限界の値の範囲を決めます。 

（深度分布図ではＷｙ１，Ｗｙ２はダミーです。横軸の深度範囲は別の表示条件で設定します。） 

 

 

 

 

4.0 12.0 

17.0 

２.0 



 18

Wx2 の値を 2.0 から 3.0 に変更します。  

  図 10-4 

変更する数値を打ち込んで【OK】ボタンをクリックします。 

 図 10-5 

Ｗｘ２はグラフのＸ軸

の上限値がセットされ

ています。 

例では 2.0 から 3.0 に変

更します。 
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4-2.選定ボーリングの色を変更する方法 

選定ボーリングには各種グラフ表示のカラー表示に対応する色コードが自動的にセットされています。

色コードは手動で変更することができます。 

 図 11-1 

 

[方法] 各ボーリングの色コードを手動で変更する 

プログラムメニューに表示されている選定ボーリングリストより変更します。 

  図 11-2



 20

選定ボーリングリストの色（コード）の値を変更します。 

  図 11-3 

リストをダブルクリックするとボーリング条件変更バーが表示します。 

 図 11-4 

色コード欄はキー入力できます。色コードと色の対応は以下のようになります。 

1 黄色 

2 水色（シアン） 

3 緑 

4 紫（マゼンタ） 

5 赤 

6 青 

7 黒（背景が黒の場合は白） 

表 2 

全部７（黒）にすると以下のようになります。 

  図 11-5 


